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学習のねらい

アメリカ合衆国の独立とフランス革命 監修・講師

中野耕太郎

■ ■ ■  アメリカ独立革命 ■ ■ ■  

イギリス領の北米植民地は、もともと経済や社会のあり方に相当の地域差があった。ヴァー
ジニアなどの南部では奴隷制の大プランテーションでタバコや綿花を栽培し、主にイギリスに
輸出した。他方、ニューイングランドなどの北東部は自営農民が中心で、萌芽的な工業生産も
始まっていた。しかし、フランスとの抗争の中で巨額の財政赤字を抱えた本国政府が、植民地
に新たな重税を課し、その経済に干渉するようになると、13植民地は一致団結して本国の支
配に抵抗するようになった。1775 年、ついに独立戦争がはじまり、翌 1776 年には、「生命、
自由、幸福追求の権利」と平等主義の理想を掲げる独立宣言が採択された。1783 年、独立
戦争は植民地側の勝利で終結し、パリ条約でイギリスは 13植民地の独立を承認するとともに、
ミシシッピ川以東の領土を割譲した。続いて、1787年アメリカ合衆国憲法が制定され、ここ
に連邦制と三権分立の制度を備えた新しい共和国が誕生した。

＜アメリカ独立革命＞
　ボストン茶会事件　　大陸会議　　独立宣言　　ワシントン
＜フランス革命＞
　アンシャン・レジーム　　三部会　　人権宣言　　恐怖政治
＜ナポレオンの台頭と没落＞
　第一帝政　　ナポレオン法典　　ワーテルローの戦い

今回は 18世紀末の大西洋世界で起こった大きな政治変動について学習する。
当時、北米大陸ではイギリスが 13の植民地をつくり、フランスの勢力と競い合
っていた。だが、イギリスは七年戦争後の財政難から植民地に重税を課したので、
不満を抱く植民地側は８年に及ぶ戦争を経て、1783年に独立を勝ち取った。絶
対王政末期のフランスもまた重税政策から体制が揺らぎ始めた。1789年には反
発する貴族や聖職者の要請から三部会が招集されたが、国王への不満は収まらず、
民衆蜂起も続発した。この革命は周辺諸国からの干渉にさらされ混迷したが、新
たに台頭したナポレオンが権力を掌握し、1804年に帝政を打ち立てた。
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� アメリカ合衆国の独立とフランス革命

■ ■ ■  フランス革命 ■ ■ ■  

アメリカ合衆国の独立は大西洋の対岸の西欧諸国にも多大な影響を与えた。なかでも独立戦
争で植民地側についてイギリスと戦ったフランスは財政難に陥り、そのことは国王ルイ 16世
による特権身分（聖職者、貴族）への新たな課税を促すことになった。だが、この政策は大き
な反発を呼び、絶対王政の統治は揺らぎはじめる。1789年には、パリの民衆がバスティーユ
要塞を襲撃する事件が起こり、フランスは本格的に革命の時代に突入した。この動乱のなか、
議会は「人権宣言」を採択し、自由と平等、民主主義を求める立場を鮮明にした。この人権宣
言の起草者の中には、アメリカ独立戦争に参加したラファイエットらの自由主義者も含まれ
た。ここでもアメリカ独立とフランス革命はつながっていたのである。だが、フランスの革命
は周辺の諸王国からたび重なる干渉を受け、そのことは深刻な政情不安と内政の急進化をもた
らした。1792年には王政が廃止され（第一共

きょう
和
わ
政
せい
）、翌 93年には国王が処刑される。さらに、

これに続くジャコバン独裁期には、反革命の第 1回対
たい
仏
ふつ
大
だい
同
どう
盟
めい
に包囲されるなか、いわゆる「恐

怖政治」が広がっていった。

■ ■ ■  ナポレオンの台頭と没落 ■ ■ ■  

1790 年代後半のフランスでは、外国からの軍事干渉が厳しさを増し、国内政治は混迷を極
めていた。そうした時期にカリスマ的な政治家として台頭したのが、コルシカ島生まれで軍人
のナポレオンだった。ナポレオンは、1797年のイタリア遠征、翌 98年のエジプト遠征で名
を馳せ、1799年にクーデタで権力を奪取した。彼は、革命の終結を宣言し、1804年には皇
帝となったが（第一帝

てい
政
せい
）、各地への遠征を通じて革命の理想を広く伝播させる役割も果たした。

なかでも、契約の自由や財産権を定めたナポレオン法
ほう
典
てん
は、近代化を目指す各国で模範的な民

法典として受容された。軍人としてのナポレオンは第二次、第三次と続く対仏大同盟と精力的
に対峙するが、ついに 1812年、ロシア遠征に敗れ、1814年には対仏連合軍にパリが占領さ
れてしまう。その後、1815年に短期間復権するも、ワーテルローの戦いで再び連合軍に敗れ
失脚した。こうしたナポレオン帝国の盛衰が、遠く西インドや南米諸国にも影響を与えたこと
を付言してもよい。この時期、仏領ハイチでは黒人奴隷による革命がおこり、南米のスペイン
領植民地も次々と独立への歩みをはじめた。アメリカとフランスに始まる革命はまさに環大西
洋世界の一大潮流となったのであった。

 考えてみよう　調べてみよう

◦アメリカの独立革命とフランス革命の共通点と違いについて調べてみよう。
◦アメリカ合衆国憲法（1787年制定）には奴隷制の存続や先住民の排除を前提とし
た項目がある。具体的にどのような内容か調べてみよう。

◦ナポレオン法典は家族に関する規定を含んでいる。その内容を調べてフランス革命
をジェンダーの観点から考えてみよう。


